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「運営方針」

・ 回復期病棟・医療療養病棟・介護医療院の

ケアミックス病院として運営する。



・ 回復期リハビリテーション病棟の拡充

・ 入院中心の運営

・ 病病連携、病診連携

今後の方針として・・・



県央区域

病床機能区分
2022年度

病床機能報告
結果

2025年度
必要病床数

必要病床数と
の比較 過不足状況

高度急性期 97 541 △444 不足

急性期 3,196 2,071 1,125 過剰

回復期 1,101 1,852 △751 不足

慢性期 1,054 1,239 △185 不足



相模原区域

病床機能区分
2022年度

病床機能報告
結果

2025年度
必要病床数

必要病床数と
の比較 過不足状況

高度急性期 944 808 136 過剰

急性期 2,304 2,305 △1 不足

回復期 451 1,710 △1,259 不足

慢性期 2,384 2,413 △29 不足



病床機能転換計画

介護医療院 44床

医療療養 159床

回復期リハビリ ８0床

2024年４月1日 2025年5月1日（予定）

地域包括ケア40床

介護医療院 44床

医療療養 1１9床

回復期リハビリ 40床

医療療養 159床

介護医療院 44床

2024年10月1日



病床の稼働率について

病床数
平均在院患者数

（床）
稼働率
（％）

令和６年１０月 ４０ ２５．０３ ６２．５８

１１月 ４０ ３７．６０ ９４．００

１２月 ４０ ３８．２０ ９５．５０

令和７年 １月
（１０日時点）

４０ ３９．００ ９７．５０

回復期リハビリテーション病棟



病床の稼働率について

病床数
平均在院患者数

（床）
稼働率
（％）

令和６年１０月 １５９ １４３．８０ ９０．４４

１１月 １５９ １４０．９０ ８８．６１

１２月 １５９ １３７．３２ ８６．３６

令和７年 １月
（１０日時点）

１５９ １３０．７０ ８２．２０

療養病棟



病床の稼働率について

病床数
平均在院患者数

（床）
稼働率
（％）

令和６年１０月 ４４ ４３．９６ ９９．９０

１１月 ４４ ４３．８０ ９９．５４

１２月 ４４ ４１．４２ ９４．１３

令和７年 １月
（１０日時点）

４４ ４１．４０ ９４．０９

介護医療院



回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟の人員について
☆ 看護師 15：1 補助者 30：1

☆リハビリスタッフ

現在は、看護師については２病棟を回復期に転換の場合において 既に人員
の確保は充足しております。

またＰＴ／ＯＴについては今年度新卒者の採用も含め グループ医療機関から
の出向・転籍により人員確保が可能な状況となっております。

職種 人員（現状） 今後（２病棟）

看護師 １５人 ３１人

助手 １１人 ２２人

職種 人員（現状） 今後（２病棟）

理学療法士（PT） １５人 ３０人

作業療法士（OT） ８人 ２０人

言語聴覚士（ST） ３人 ５人



地域で担う役割

県央医療圏において回復期リハビリテーション病棟が統計上最も不
足している状況であります。当院は令和６年１０月の回復期リハビリ
テーション病棟開設以来、多くの病院様より患者様のご紹介をいただ
き、現在稼働率も高い状態で推移しております。

今後においても当病棟の拡充により、急性期病院からの紹介等に
より将来的な在宅復帰への道筋となりうる様、対応が充分可能と思っ
ております。

慢性期病棟よりの変更につきましては、病棟構成として当院は介護
医療院を併設しており（４４床）、転換後におきましても合計１６３床の
慢性期の患者様の受入れが出来る事から地域医療機関の皆様には
ご迷惑をかけることなく引き続き対応できる体制となっております。

今後も地域に必要とされる病院として運営をして参る所存でござい
ます。








